
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そ
れ
に
あ
や
か
っ
て
、
本
校
で

は
、
昨
年
よ
り
生
徒
た
ち
に

教
職
員
か
ら
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
私
の
他
に
、
九
名
の

先
生
方
（
教
頭
・
橋
内
・
江

藤
・
靎
・
西
・
大
石
・
中
野
・
海

塚
・
有
田 
敬
称
略
）
に
お
手

伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
な

た
も
と
て
も
上
手
で
、
魅
力

的
な
本
の
世
界
へ生
徒
た
ち 

 
 

 
 

四
月
二
十
三
日
（
木
）
は
、

「
子
ど
も
読
書
の
日
」
で
し

た
。
こ
の
日
は
、
も
と
は
ス
ペ
イ

ン
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
地
方
で
行

わ
れ
て
い
た
「
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
デ

ィ
の
日
」
と
い
う
お
祭
り
の
日

で
す
。
守
護
神
「
サ
ン
・
ジ
ョ
ル

デ
ィ
」を
讃
え
る
お
祭
り
で
す

が
、
そ
の
日
に
は
男
性
は
女

性
に
花
を
贈
り
、
女
性
は
男

性
に
本
を
贈
る
そ
う
で
す
。 

 

を
誘
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
山
本
先
生
に
は
挿

絵
を
拡
大
し
た
映
像
を
ス
テ

ー
ジ
い
っ
ぱ
い
に
映
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。 

一
校
時
の
読
書
集
会
終
了

後
、
二
校
時
の
自
由
読
書
の

前
に
、
読
書
集
会
の
感
想
を

書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
な

か
な
か
好
評
で
し
た
。 

 

以
下
、
そ
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。 

○ 
 

北
九
州
市
で
は
、
毎
月 

二
十
三
日
が
「読
書
の
日
」と 

な
っ
て
い
る
そ
う
で
、
ノ
ー
テ 

レ
ビ
、
ノ
ー
ゲ
ー
ム
の
日
だ
と 

い
う
こ
と
を
改
め
て
知
っ
た
。 

…
今
日
の
読
書
集
会
で
は
、 

本
を
読
む
、
聴
く
楽
し
さ
を 
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１学期の主な行事 

５月 1６日（土）～１８日（月） 

  ３学年 修学旅行 

５月１８日（月）・１９日（日）１・２年 

５月２７日（水）・２８日（木）３年 

 中間考査 

５月２７日（水）～２９日（金） 

  １学年 ふれあい合宿 

６月６日（土）土曜日授業（午前）  

生徒総会 

６月２４日（水）～２６日（金） 

  期末考査 

６月２７日（土）土曜日授業（午前） 

 小・中学校 合同清掃 

７月１７日（金） 終業式 

 

平成２７年４月２６日（日）           校長室だより 「熊中」                   第 ２ 号    

金） 

校 長 室 だ よ り 

第  ２  号

四 北九州市立熊西中学校 

校長  江口  恵子 

ク
ー
ル
な
（
い
か
し
た
）
生
徒 

マ
ナ
ー
を
守
る
（
礼
儀
を
わ
き
ま
え
た
）
生
徒 

ニ
ー
ズ
が
あ
る
（
必
要
と
さ
れ
る
）
生
徒 

シ
ー
ン
を
創
れ
る
（
場
面
を
演
出
で
き
る
）
生
徒 

感
じ
た
。 

（一
年 

三
砂 

栞
奈
） 

○ 
 

今
日
の
読
書
集
会
で 

は
、
先
生
方
が
三
冊
の
本
を 

読
ん
で
く
だ
さ
っ
て
、
そ
の
内 

容
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
か
ら
、 

よ
い
集
会
に
な
っ
て
、
よ
か
っ 

た
。
声
優
を
し
て
く
だ
さ
っ
た 

先
生
方
は
、
役
に
な
り
き
っ
て 

上
手
だ
な
と
思
っ
た
。
… 

（二
年 

水
上 

 

愛
華
） 

   

 

八
時
三
十
五
分
、
「
朝
の

読
書
」の
開
始
を
告
げ
る
チ
ャ

イ
ム
が
鳴
る
。
も
う
校
庭
に

も
、
廊
下
に
も
、
生
徒
た
ち
の

は い 
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○ 
 

校
長
先
生
を
は
じ
め
、

た
く
さ
ん
の
声
優
の
先
生
方

の
読
み
方
が
よ
か
っ
た
。
『
声

に
出
し
て
読
み
た
い
日
本
語
』

で
「
初
心
忘
れ
る
べ
か
ら
ず
」

は
世
阿
弥
の
言
葉
だ
と
初
め

て
知
っ
た
。
最
近
三
年
生
の
気

が
緩
ん
で
い
る
の
で
、
一
年
生

の
と
き
の
よ
う
な
緊
張
感
を

も
っ
て
学
校
生
活
を
送
り
た

い
。
（三
年 

北
川 

 

裕
貴
） 

   姿
は
な
い
。
恐
る
恐
る
教
室
の

後
ろ
の
ド
ア
を
開
け
る
。 

一
瞬
、
と
ま
ど
う
。
そ
こ

は
、
ま
る
で
別
世
界
。
水
を
う

っ
た
よ
う
な
静
け
さ
の
中
、
生

徒
た
ち
が
、
先
生
と
本
を

黙
々
と
読
ん
で
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
朝
の
光
景
が
、

今
年
も
毎
日
見
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
「
朝
の
読
書
」
に
よ
っ

て
、
こ
れ
か
ら
も
本
好
き
な

生
徒
が
ま
す
ま
す
増
え
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す 
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